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市場背景など



ＳａａＳ成長の背景

②Web技術の進歩と標準化
⇒Ｗｅｂ関連技術の標準化、格段の進歩により、ユーザの利用環境が大幅
に向上し、他システムとの連携やソフトウェアベンダ側での開発コストの
削減も容易になった。

①ユーザ企業側のアウトソーシングに対する意識の変化
⇒経営環境の激しい変化に迅速に対応する必要性が高まり、またシステム構
築やシステム運用のアウトソーシング、セキュリティ確保等に対する意識も
変わってきた。

⇒「ASP」が成功しなかった要因が払拭され、いまこそビジネスチャンスに。

③高速かつ安価なネットワーク回線の普及
⇒ネットワーク経由でも、社内のサーバ上のソフトを利用しているのと
変わらない速度、しかもそれが安価で利用できるようになった。
（当時は、ASP利用料金よりもかえって回線コストが高くなる状況も）



アウトソーシングの進行
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NWキャリア

ネットワークキャリアはもともと「サービス提供型モデル」です。

⇒NTTComはSaaSの発展そのものを推進できるプレイヤーです。

SaaSは一過性のブームではなく、アウトソーシングビジネスの進行と捉えています。



ブロードバンド接続サービスの契約件数推移(個人)
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万回線

ＡＤＳＬから光への移行が顕著

出典：富士キメラ総研
2007コミュニケーション関連
マーケティング調査総覧



通信サービスの市場規模推移(法人)
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ⅹDSLサービス縮小、FTTⅹサービスへの移行拡大
サービスエリアの拡大を背景に光への移行が顕著

万回線

出典：富士キメラ総研
2007コミュニケーション関連
マーケティング調査総覧

FTTｘ
2007年度見込み
130万契約
（対前年44.4％up）

年度

ｘDSL
2007年度見込み
50万契約
（対前年9.1％down）

「ブロードバンド」の中の推移 【法人市場】



●国内のブロードバンド・ユーザーによるインターネット・トラフィック月間平均推移
（2004年9月～2007年11月実績）

出典：総務省，「わが国のインターネットにおけるトラヒック総量の把握」（2008年2月）

1年前の636.6Gビット/秒から28％，
半年前の721.7Gビット/秒から13％増加



回線単価の国際比較

出典：ITU Internet Reports 2006:the Internet of Things(Nov.2005)
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日本は通信帯域当たりの料金が世界で最も安い
⇒ブロードバンド環境は、SaaS展開にもっとも適している！

日本は100ｋビット/秒で0.07ドル
（約8円）と世界で最も安い。

（米国の1/7、英国の1/20）

100kビット/秒当たりのビット単価（USドル）
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SaaS導入にあたっての
エンドユーザ企業様の意識



堅牢なセキュリティ対応

費用対効果

カスタマイズの容易性

拡張性が高い

自社業務への適応性

SaaS/ASP 選定時の重要項目

・
・
・
・
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n = 2,009（複数回答の合計数/ 複数回答）
出典：『2007 年国内SaaS 市場の需要動向分析：ユー

ザーニーズ把握調査（IDC #7460601）』
Source: IDC Japan August 2007

・
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・
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⇒SaaS/ASPの選定において「堅牢なセキュリティ対応」が突出して重要視されている。
SaaS/ASP事業者にとって、ソフトウェアを運用するデータセンタ環境や、ネットワークのセキュリ

ティ対策が非常に重要となるとともに、エンドユーザ企業に安心してもらえるようなセキュリティを
訴求できるかどうかが導入の鍵になると思われる。



基幹データを外部に預けることが心配
（自社でデータを管理）

セキュリティが不安

カスタマイズの柔軟性に欠ける

サービスの機能/性能などパフォーマンス
既存システムや今後導入する

パッケージなどとの連携性に不安

n = 9190
出典： 『2007 年国内SaaS 市場の需要

動向分析：ユーザーニーズ把握調
査（IDC #7460601）』

Source: IDC Japan August 2007

SaaS/ASPを導入する上での阻害要因
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⇒SaaS/ASPを広く普及させるためには、セキュリティ、カスタマイズに対する不安の払拭が重要
である。また、この傾向は大企業ほど顕著である。



堅牢なセキュリティの証明

通常のシステム開発と変わらない
柔軟なカスタマイズの対応

大手のITベンダーが展開する
SaaS/ASP

パッケージを購入してシステム構築す
るよりIT投資額が下がる

カスタマイズやアドオンしても
バージョンアップが可能

SaaS/ASP 検討阻害要因の緩和条件
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・
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出典： 『2007 年国内SaaS 市

場の需要動向分析：ユー
ザーニーズ把握調査（IDC 
#7460601）』

Source: IDC Japan August 
2007
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⇒エンドユーザ企業の不安を払拭するには、セキュリティが高い事をきちんと説明できなければな
らない。また、企業ブランドも重要であることがうかがえる。



SaaS・ASP利用時のネットワーク環境について

○せっかく閉域のＶＰＮを構築しているのに、
ＳａａＳの利用はインターネット経由ですか？

各種閉域ＶＰＮ

支社

支店

本社

支店

インターネット

ＳａａＳ
アプリケーション

サーバ

⇒ＶＰＮの中でセキュアにSaaS･ASPが利用できたらいいと思いませんか？



NTTComはセキュアで
安心して使える

SaaSをご提案します



セキュアな閉域VPNと高機能なアプリケーションをワンストップで提供

ＶＰＮに直結したSaaS基盤

⇒ご利用中のVPNの中で快適・セキュアにアプリケーションが利用できます！！

ユーザ企業 ユーザ企業 ユーザ企業

e-VLAN
Arcstar
IP-VPN Group-VPN

NTTコミュニケーションズ「統合VPN」サービス

提供中 提供中提供予定

パートナー企業様
との協業

NTTコミュニケーションズ提供

「統合ＶＰＮ」アプリケーションサービス

検疫ネットワーク PCパトロール

不正PCのアクセス防止 PC端末のソフトチェック 重要なデータを保管

NTTCom SaaS基盤サービス

NEC
ｲﾝﾌﾛﾝﾃｨｱ様
FoodFrontiaPro

Polycom様
テレビ会議

パートナー
企業様

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ



（提供予定）

NGN

提供開始予定
OCN VPN

（提供予定）
（提供予定）

モバイル

※提供予定

企業A 企業B

NTTコミュニケーションズ
統合VPN

アプリケーション接続サービス

アプリケーションゲートウェイ

アプリケーション
サーバ

NTTCom アプリケーションサービス

NTTCom データセンタ

ISV様データセンタ

アプリケーション
サーバ

NTTCom SaaS基盤

NTTコミュニケーションズのSaaS基盤

•課金、認証機能

•請求代行 等



ゲートウェイ

SaaS基盤サービス

NTTCom VPNサービス

アプリケーション

•データ連携等を前提とせず、
すぐにSaaS/ASPサービスが
始められます。

すぐに、新しくSaaS/ASPサービスを始められたい場合は・・・

•できるだけ初期投資を抑えつ
つ、堅牢なサーバ環境や付加
サービスをご提供します。

NTTComデータセンタ

•インターネットでのご提供に加え、
セキュリティを重要視するお客様
へはVPN上でのサービス提供が
可能となります。

•ゲートウェイに直結できます
ので、接続回線の費用等は不
要となります。

SaaS×VPN 提供パターン①



ゲートウェイ

NTTCom VPNサービス

すでにインターネットでSaaS/ASPサービスを提供中で、
セキュアなオプションを提供したい場合は・・・

•データ連携を前提とせず、ソ
フトウェアの改修などは不要
で、すぐに始められます。

•インターネットでのご提供に加え、
セキュリティを重要視するお客様
へはVPN上でのサービス提供が
可能となります。

SaaS基盤サービス

アプリケーション

閉域NWサービス

•現在稼動中のデータセンタか
らでもNTTComのSaaS基盤

に接続でき、わずかな初期投
資で提供できます。

SaaS×VPN 提供パターン②



ゲートウェイ

NTTCom
VPNサービス

多少時間をかけても、他のソフトウェアとの連携等も含めて
SaaS/ASPサービスを検討したい場合は・・・

•今後本格エリア展開となるＮＧＮ
での提供環境をご提案します。

SaaS基盤サービス

ＮＧＮ

データ連携基盤

アプリケーション

•データ連携基盤にあわせアプリ
ケーションの改修などが必要とな
ります。

SaaS×VPN 提供パターン③

NTTインベストメント・
パートナーズ㈱

100億円ファンドの活用



ＮＴＴコミュニケーションズの顧客ベース

広域イーサネット
シェア 約30％

約３万回線

エントリ型ＶＰＮ
シェア 約４０％

約５万回線

インターネットＶＰＮ
シェア 約20％

※数量ベース
※ＮＴＴ東西分を除く

※金額ベース
※ＮＴＴ東西分を除く

スタンダード型

ＩＰ-ＶＰＮ
シェア 約50％
約１０万回線

シェアＮＯ.1

シェアＮＯ.1 シェアＮＯ.1

※金額ベース

※金額ベース

フレームリレー
シェア 約８０％

シェアＮＯ.1

イーサネット専用線
シェア 約７０％

シェアＮＯ.1

出典：富士キメラ総研
2007コミュニケーション関連
マーケティング調査総覧



協業パートナー様の
既存のお客様

共同営業や共同キャンペーン、さらにはNTTCom
ユーザへの効果的情報発信により、重なりの部分
をできる限り拡大していきます。

共同マーケティングの展開について

•「協業パートナー様のSaaSサービスがセキュアで安心して使ってもらえる」という事をNTTComでもプロモー
ションさせて頂きます。

•協業パートナー様のSaaSサービスを、NTTComの販売チャネルにおいても拡販させて頂きます。

•NTTComのVPNユーザ様に対する情報発信等で、協業パートナー様のソフトウェア製品をＰＲいたします。

NTTComの
VPNご利用のお客様



NTTComのデータセンタについて



データセンタ市場

出典：2008年1月、IDCジャパン調べ

国内データセンタサービスの市場規模推移（2007～2011年）
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大切な情報を社内に保管するのと、信頼できる
ベンダに預けるのではどちらが安心か？

データセンタのメリットが見直されています

•アウトソーシングとして・・・

•各種リスクへの備えとして・・・

・情報漏えいはむしろ内部から・・・

・万が一の時を考えたらどちらが安心か？

・変化の激しい業界ほど、コア業務へ専念することが競争
力の源泉に。「持たざる経営」

・ＢＰＯ等のアウトソーシングビジネス全体が今後伸張
-2011年には2006年比28%増と予測
-国内産業界全体の人手不足
-内部統制等法規制対応の必要性

Hosting

SaaS

BPO

コロケー
ション

•グリーンＩＴ

・産業界全体での集約効果による省電力等
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全世界に約90箇所のデータセンターを設置

世界の主要都市に最高水準レベルのデータセンターを設置しております。
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日本国内では約70箇所の
データセンターを設置

アジア：15都市 19DC      米州：6都市 6DC      欧州：6都市 7DC

NTT Comのデータセンタのカバレッジ



仮想サーバホスティングサービス

• サーバ仮想化技術で分割したサーバリソースによる仮想サーバとを提供するホスティングサービスです。

アプリケーション

ネットワーク

アプリケーション

システムの構成要素 基本サービスの要素

オペレーティングシステム OS

データセンタ

サーバ ハードウェア

仮想化アプリケーション

仮想マシン
（VM）

Virtual Machine

サーバリソースの割当て
（ＶＲ）

Virtual Resource

CPU: Xeon(5160）3.0GHz×２の８分の１相当
（デュアルコアＣＰＵ×２）

メモリ： 1.5GB
ディスク： 30GB（実効容量）

(1) FVR (Fixed Virtual Resource)
固定仮想リソース

(2) PVS (Private Virtual Server)
仮想専用サーバ （いわば専用ＶＰＳ）

CPU

メモリ

ディスク

仮
想
化
用

オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド

ＶＭ1 ＶＭ2 ＶＭn

割当 割当 割当

共 有
（最低量と優先度あり）

CPU
メモリ

ディスク

ＶＭ1 ＶＭ2 ＶＭn

割当 割当 割当

仮
想
化
用

オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド

各ＶＭへ任意に性能上限値を割当てる 各ＶＭへ任意にＣＰＵ・メモリの性能最小値と優先度（高・中・
低）を割当てる



ＮＧＮについて



ＮＧＮでの通信品質制御

制御信号（SIP）

高優先クラス

UNI

ベストエフォート

最優先クラス

通信制御サーバ

エッジノード

優先クラス

光アクセス回線

中継回線NGN

ネットワークに通知した帯域内のパケット
量については、通信品質が確保される

各通信が利用する品質クラスや帯域を通知する
と通信制御サーバがエッジノードを制御する

◇４つの品質クラス (最優先・高優先・優先・ベストエフォート) を提供

◇利用するアプリケーションは、インタフェースごとに定められた通信手
順に従って適切な品質クラス及び必要な帯域を選択可能



ＮＧＮでのセキュリティの確保

通信制御サーバ

エッジノード

制御信号（SIP）

音声信号（RTP）

なりすまし
（発信者番号詐称など）

不正アクセス

各通信が利用する発信者番号などを
確認した上でエッジノードを制御

なりすまし防止

不正アクセス防止

◇なりすまし対策・・・・回線ごとのID情報を管理し、発信者番号や発IPア
ドレスなどのチェックを実施

◇不正アクセス対策・・・ネットワークの入口に配置したエッジノードで、
不正アクセスや異常トラヒックをブロック



（提供予定）

NGN

5月提供開始
OCN VPN
（提供予定）

（提供予定）

モバイル

※提供予定

企業A 企業B

NTTコミュニケーションズ
統合VPN

アプリケーション接続サービス

アプリケーションゲートウェイ

アプリケーション
サーバ

NTTCom アプリケーションサービス

NTTCom データセンタ

ISV様データセンタ

アプリケーション
サーバ

NTTCom SaaS基盤

NTTコミュニケーションズのSaaS基盤のセールスポイント

•必ずしもデータ連携やNTTCom
のデータセンタを前提とせず、迅速
かつ柔軟に協業ができます。

•インターネットでの提供に加え、
NTTComのVPNユーザ様に対し、
セキュアな環境でのSaaS提供が
可能となります。

•モバイルでの提供の他、今後本
格拡大していくNGNでの提供にも
対応します。

•協業パートナー様のアプリケー
ション等を共同プロモーション、共
同セールスさせて頂きます。

•NTTComのデータセンタを利用す

る場合は、仮想化ホスティング等も
含め、最新かつ堅牢な環境をご提
供します。

•認証、課金機能

•請求代行



現在提供中の
アプリケーションの

ご紹介



ユーザがＡＳＰ/ＳａａＳで利用したいサービス

SaaS/ASP型で提供でき
るアプリケーションは

情報システム等のソフト
ウェアだけとは限らない。

NTTComは様々なアプリ
ケーションをSaaS基盤上
で提供していきます。

「ＸaaS」？



パートナー企業様との協業

ＮＥＣインフロンティア様のＷｅｂＰＯＳサービス「Food Frontia Pro/ＡＳＰ」をアプリケーション接続サービスを利用し、
ＶＰＮユーザへ提供中。

Ｇｒｏｕｐ-ＶＰＮ
ＩＰ-ＶＰＮ

Ｇｒｏｕｐ-ＶＰＮ
ＩＰ-ＶＰＮ

ＮＥＣインフロンティア ＡＳＰセンター

・・各種サーバ群・・

NTTCom SaaS基盤サービス

Ａ社

本部 店舗

店舗ＰＣ
ＰＯＳ

Ｂ社

本部 店舗

店舗ＰＣ
ＰＯＳ

自宅

何処からでも
データアクセス可能

ＯＣＮ
（インターネット）

ＮＥＣインフロンティア
保守センター

センターを介して店舗ＰＯＳを
リモートメンテナンス

NECインフロンティア様「Food Frontia Pro」



ＮＴＴＣｏｍ 統合ＶＰＮ

NTTComデータセンタ

本社 拠点 拠点

NTTCom SaaS基盤サービス

VPN上でポリコム社がＭＣＵとデータセンタ（コネクティビティ）、保守サービス（「Ｐｒｅｍｉｒｅ+」）を一体で提供

Polycom 多地点接続サーバー ハウジング&保守サービス powered with NTTCom 

コネクティビティ

ＴＶ会議端末 ＴＶ会議端末 ＴＶ会議端末

ＴＶ会議用
多地点接続
サーバ（MCU)

パートナー企業様との協業



企業内の各クライアント端末の恒常的なウイルス・スパイウェア感染防止対策。
定期的なレポートで各端末の状況を視覚的に把握することが可能。

「統合VPN」アプリケーションサービス VPNセキュリティ

PCパトロール

お客様拠点

ルータ ルータ

※別途インターネットへの接続環境が必要です。

社員A 社員C社員B
管理者

お客様拠点

インターネット

トレンドマイクロ社

FireＷａｌｌ

ウイルスソフトの
パターンファイルを

自動更新（※）

ウイルスバスターの
ライセンスも自動更新

Ｗｅｂ上でＰＣ端末
情報を一元管理

統合VPN

月額料金 525円/1ＩＤ～

ＡＳＰ提供
管理サーバ

（無償）配布
クライアント
ソフトウェア

ASPセンター (NTT Com)

各PC端末の
インベントリ情報を
収集（１日１回）

■機能
・拠点内ＰＣ端末のインストールソフトを
ＷＥＢ上で集計・レポート表示

・Winny、Share、WinMXなどセキュリティの脅威
となるソフトを検知し、一覧表示

・オプションでウイルスバスターのライセンスを提供

・ウイルスソフトのパターンファイルを一日一回自
動更新



お客さま拠点

統合VPN

お客さま拠点

企業VPNに接続させる前に、接続するパソコン端末の安全性をチェック。
不正PCの社内ネットワークへのアクセスを遮断。

検疫ネットワーク

NTTComアプリケーション① VPNセキュリティ

ASPセンター (NTT Com )

レンタル提供
検疫BOX
(Net’Attest Security 
Filter)

（無償）配布
クライアント
ソフトウェア
(Net’Attest Logon)

ルータ ルータ

未認証PC

未認証(不正持
込)PCはVPNへのア
クセス拒否

正常ユーザは他の
拠点に通信可能

ASP提供
検疫ポリシーサーバ
(Net’Attest Policy Server)

ｳｲﾙｽﾊﾟﾀｰﾝ未
適用PC

月額料金 735円/1ＩＤ～

パターンファイル
/パッチ未適用ユーザは
配信セグメントのみ
接続可能

■機能
・不正PCの社内ネットワーク接続を防止

・ウィルス対策ソフトのパターンチェック

・WindowsOSのパッチファイルの更新チェック

・Winny、Share、WinMX強制削除



「統合VPN」アプリケーションサービス VPNストレージ

お客さま拠点 お客さま拠点

e-VLAN
提供予定

Arcstar 
IP-VPN

Group-VPN

「統合VPN」ソリューション

「統合VPN」アプリケーションサービス

データを
リアルタイム

で共有

セキュアな
SSL通信で
アクセス

アクセスログ
機能で

情報漏洩を防止

保存ﾌｧｲﾙの
ウイルスチェック

を実施

情報漏洩対策
お客さまのVPN以外からのアクセスを制限します。
また、アクセスログ機能により、アクセスログの監査をする
ことができます。

ウイルス対策
ファイル保管の際に保存データのウイルスチェックを行う
ので、安心してご利用いただけます。

リアルタイムのデータ共有
閉域網内でデータの授受ができるので、企業間、
拠点間のデータの授受をリアルタイムに実施できます。

◆重要データの保管・受け渡しを閉域網（VPN）上で安全・確実に実施
ログ機能やバックアップ機能などの各種機能により、情報漏洩対策や内部統制にも有効

お預かりしている
データは3世代
バックアップ



今後のアプリケーション展開について

•ＶＰＮ上でセキュアに使えるＳａａＳラインナップを充実していきます。

•業務ソフトだけでなく、様々なアプリケーションを提供していきます。

ぜひご期待下さい！！



SaaS等でのお問合せ、協業のご相談などについてはこちらへどうぞ

NTTコミュニケーションズ

ブロードバンドＩＰ事業部 SaaSグループ saas@ntt.com
0120-343451

ご清聴ありがとうございました
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